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関西大学独逸文学会会則
(平成2年7月15日現在）
本学会は関西大学独逸文学会と称する
本学会は独逸文学・独逸語学の研究および普及をはかることを目的とする
本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行う
本学会は次の会員で組織する
1． 本学ドイツ文学科の教授・助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師および助手の有志者
3． 本学ドイツ文学科学生・院生
4． 本学学生・院生ならびに卒業生の有志者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
本学会は会長1名・委員および幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学ドイツ文学科の教授・助教授および専任講師とする
2． 会長は委員会が会員中から推薦する
任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学ドイツ文学科の助手。および互選された学生・院生・卒業
生の若干名に委員が委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
会費は年額3,000円とする
本学会の事務所は本学文学部ドイツ文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕会費年額3,000円（第8条）は昭和60年度よりとし，59年度以前
入学の学部学生の前納会費は据置とする
??????
第4条
第5条
???????
編集後記
???????????
本号には6篇の興味深い論文を載せることができました． ご寄稿下さったジーケン
大学教授プファイファー博士ほか5名の方,々に感謝致しますと同時に， これら6篇
の労作が何らかのインパクトを与えるのを期待しております．
プファイファー先生は一昨年秋来学されたのでしたが， ご滞在3ケ月の間講演や
授業担当をお引き受け願ったほか， シンポジウムやゼミ旅行等にも参加していただ
きました．それらを通じて先生の刺激的な学識や魅力ある人柄に接する機会を得ま
したのは私どもの幸せと申せましょう．本号の論文はその印象をさらに強めてくれ
ております．
締切日等の関係で寄稿をご遠慮いただいた方,々もおられます。ご理解を願います
とともに次号へのご投稿を期待する次第です．
次号は本学会の会長でもあられる山下肇先生の古稀記念号となります．投稿
ご希望の方は，執筆申し込み要領の各期日が通常号より早まっておりますことにご
留意の上ご準備下さいますようお願い致します．
本号の編集にあたりましたのは八亀徳也，武市修，福岡四郎，諸沢巌の4人
です．
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芝田豊彦 関西大学非常勤講師
呉 春吉 関西大学大学院博士課程後期在学中
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永井達夫 関西大学大学院博士課程後期在学中
平成2年3月関西大学大学院博士課程後期修了
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